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入所更生施設および授産施設 497 施設の調査結果より約 3 割にあたる 156 施設で人権侵
































せて検索をした結果、「専門性」8 件、「資質」5 件、「ソーシャルワーク」14 件、「ソーシャ
ルワーカー」2 件、「職員」219 件、「指導員」6 件、「支援員」2 件、「利用者」59 件、「当
事者」17 件、「本人」34 件、「家族」61 件であった。検索の際、「知的障害」だけでなく、
「精神薄弱」、「精神遅滞」、「精神発達遅滞」の用語も掛け合わせて検索を行った。しかし、「精
神遅滞」と「精神発達遅滞」の用語では、ほとんど抽出されず、「職員」と「家族」のキー













利擁護」24 件、「人権」32 件、「エンパワメント」10 件、「自己決定」58 件、「スーパー
















　資質の向上に関する研究では、1987 年より 9 年間にわたり心身障害児（者）施設福祉
のあり方に関する研究 10 が行われていた。幅広く縦断的に研究がなされており、資質に
関することでは、現任研修やスーパービジョンの必要性について明らかにされていた。し

































































査実施期間は、2007 年 6 月 22 日～ 7 月 26 日までと 11 月 5 日～ 16 日までである。
時間は、最短 20 分最長 140 分、平均 52 分であった。





































　次に、グループ編成されたものを年代別（学生時代、1 年目、2 ～ 4 年目、5 年目以降）23





項目中 110 項目をチェックしていただき 71 項目が一致。一致率は 64.5％であった。
　分析例については、参考までに表 2 を参照のこと。
表 2　KJ 法分析例

















































































　22 人の回答者のうち、男性 12 人、女性 10 人であった。年齢は、20 代 9 人、30 代 10 人、
40 代 3 人。最終学歴は、大学 12 人、大卒後社会福祉専門学校 4 人、専門学校 4 人、短
大 1 人、高校 1 人。最終学歴の専攻は、社会福祉 13 人、その他福祉系 3 人、心理 , 教育
等近隣学問 5 人、普通科 1 人。主な所持資格は、社会福祉主事 16 人、社会福祉士 12 人、
介護福祉士 7 人、訪問介護員 2 級 5 人、保育士 4 人、知的障害援助専門員24 2 人、知的
障害福祉士 25 1 人。知的障害関係トータル経験年数は、1 年目 2 人、2 ～ 4 年目 6 人、5
年目以降 14 人。
　また、表には表わされていないが、現職場は、通所更生 9 人、通所授産 8 人、小規模
作業所 3 人、デイサービス 2 人。過去 1 年間に参加した外部研修の数は、0 回の人が 6
人と一番多い。1 ～ 3 回の人が 8 人。なお一番多い人は 15 回。平均すると 3.4 回だった。







NO 性別 年代 最終学歴 専攻 所持資格 トータル経験年数
1 男 20 代 専門学校 医療福祉 社会福祉主事・介護福祉士 8
2 男 30 代 大学 心理学（障害児教育、障害児心理）
社会福祉主事・訪問介護員 2 級・教員（養護）・
知的障害援助専門員・知的障害福祉士 7
3 男 30 代 大学 文学部社会学科（社会福祉士指定科目修了） 社会福祉主事・社会福祉士 8
4 男 20 代 大学 文学部社会学科（社会福祉士指定科目修了） 社会福祉士 7
5 男 30 代 大学 社会福祉 社会福祉士・知的障害援助専門員 7
6 女 20 代 専門学校 言語療法 言語聴覚士・介護福祉士 7
7 男 40 代 大学 教育 教員・介護福祉士 13
8 女 30 代 大学 社会福祉 社会福祉主事・社会福祉士・介護福祉士・保育士 8
9 女 20 代 大卒（国際社会学）後、専門学校 社会福祉 社会福祉士・訪問介護員 2 級 1
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10 女 20 代 大卒（人間環境学）後、専門学校 社会福祉 なし 1
11 女 20 代 大卒（心理学）後、専門学校 社会福祉 社会福祉主事 ･ 社会福祉士 2
12 男 20 代 大卒（商学部）後、専門学校 社会福祉 社会福祉士・訪問介護員 2 級 3
13 女 20 代 大学 社会福祉 社会福祉士・訪問介護員 2 級 4
14 女 40 代 高校 普通科 介護福祉士 2





16 男 30 代 専門学校 健康福祉 社会福祉主事・社会福祉士・介護福祉士 14
17 女 20 代 大学 社会福祉 社会福祉主事・社会福祉士・保育士 4
18 女 30 代 大学 社会福祉 社会福祉主事・社会福祉士・保育士 2
19 女 40 代 短大 保育 保育士・幼稚園教諭 9
20 男 30 代 大学 社会福祉 社会福祉主事・社会福祉士・介護支援専門員 9
21 男 30 代 大学 社会福祉 社会福祉主事 9
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